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 令和５年度庁議報告事項 

 第４回庁議（２０２３年６月１６日）           都市基盤部交通政策課 

                            

【件名】 

自治体間の広域連携を活用したシェアサイクルについて 

 

【要旨】 

自治体間の広域連携を活用したシェアサイクルについて、令和４年度の利用状況等の取

りまとめ及び事業の検証を行ったので以下のとおり報告する。 

 

１ 実証実験について 

（１）期間 

令和２年７月２０日～令和５年３月３１日 

（２）目的 

区内の公共交通の補完、区民の移動利便性の向上、自治体間の広域連携等といった課題

に対し、シェアサイクルを区で導入することの効果や運用方法等について幅広く検証する

ことを目的とし、実証実験で得られたシェアサイクル事業の利用状況や期待される効果等

を踏まえ、実験期間終了後の事業の方向性を定める。 

 

２ 経緯 

令和２年 ７月２０日 中野区シェアサイクル事業開始 

          サイクルポート８箇所設置 

          ・事業主体：中野区 

          ・運営主体：(株)ドコモ・バイクシェア 

     １０月 １日 自転車シェアリング広域連携に関する協定締結 

          中野区含む特別区１１区が連携区となる 

令和４年 ４月 １日 杉並区、練馬区が自転車シェアリング広域連携に参入 

      ８月 １日 墨田区が自転車シェアリング広域連携に参入 

令和５年 ３月１５日 世田谷区が自転車シェアリング広域連携に参入 

 

３ シェアサイクル事業の状況（令和５年３月末時点） 

（１）区内サイクルポート数 

４１箇所 

（２）自転車配備台数の遷移（広域連携区全体） 

令和２年７月時点：８,３２５台 ⇒ 令和５年３月時点：１０,２３４台 

（３）広域連携に関する協定により相互乗り入れが可能な自治体数 

１４区 

（４）登録者数（中野区シェアサイクル登録者） 
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約１．４万人 

 

４ 今後の取り組み 

  区は以下の取り組みにより、事業者と連携しシェアサイクルの普及促進を図る。 

（１）利用環境整備による利便性の向上 

・地域活動等の拠点である公有地へのポート増設を支援し、利用環境の向上を図る。 

・隣接区との往来が増加するよう、他の自治体との広域連携を強化する。 

・利用者がサービスを選択し、目的地まで最適に移動できる環境をつくるため、 

ドコモ・バイクシェア以外の事業者との連携を図る。 

（２）移動環境の一つとしての定着に向けた普及促進 

・シェアサイクル事業の概要や利用方法、利用料金等についてＰＲし、区民への普及

と利用促進に努める。 

・事業者と連携し、利用者に対して安全利用の周知・啓発を行う。 

・事業者に対して適切なポートの維持管理を要望する。 

（３）シェアサイクルのデータ活用と区政課題解決への寄与 

・事業者が収集・分析した利用データにより、需給バランスを踏まえたシェアサイク

ルの適正な運用や将来的な在り方について検討する。 

・利用実績やビッグデータを活用し、自転車通行空間の利用状況等の検証を行う。 

・利用軌跡や事故発生箇所等のデータを用いて、効果的な交通安全の啓発活動につな

げる。 

 

６ 今後のスケジュール 

令和５年 ７月   ドコモ・バイクシェア以外の事業者への連携に係る意向確認 

      ８月   連携のための協定締結等の調整 

      ９月頃  協定締結 

     １０月以降 定例会議開催、ポート配分、データ活用等 


